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本誌について本誌について

『服をめぐる』は、京都服飾文化研究財団『服をめぐる』は、京都服飾文化研究財団（KCI）（KCI）が収蔵する膨大な西洋服飾コレクションを手がかりに、服飾の歴が収蔵する膨大な西洋服飾コレクションを手がかりに、服飾の歴
史や文化を分かりやすくお伝えする小冊子です。文学者やアーティストからの視点、日本の伝統産業との関わり、史や文化を分かりやすくお伝えする小冊子です。文学者やアーティストからの視点、日本の伝統産業との関わり、
研究現場からのレポートなど、さまざまな観点から服飾の世界にアプローチします。服をめぐる旅が今、ここか研究現場からのレポートなど、さまざまな観点から服飾の世界にアプローチします。服をめぐる旅が今、ここか
ら始まります。ら始まります。

京都服飾文化研究財京都服飾文化研究財団団（（KKCCII））ととはは

京都服飾文化研究財団京都服飾文化研究財団（The Kyoto Costume Institute, 略称 KCI）（The Kyoto Costume Institute, 略称 KCI）は、は、
西洋の服飾やそれにかかわる文献資料を収集・保存し、調査・研究す西洋の服飾やそれにかかわる文献資料を収集・保存し、調査・研究す
る機関として、1978年に株式会社ワコールの出捐によって設立される機関として、1978年に株式会社ワコールの出捐によって設立され
ました。現在、18世紀から現代までの衣装など服飾資料を約13,000点、ました。現在、18世紀から現代までの衣装など服飾資料を約13,000点、
文献資料を約20,000点収蔵。それらを多角的に調査・研究し、その結文献資料を約20,000点収蔵。それらを多角的に調査・研究し、その結
果を国内外での展覧会果を国内外での展覧会（「ドレス・コード ?（「ドレス・コード ?－－着る人たちのゲーム」展、着る人たちのゲーム」展、
「FUTURE BEAUTY：日本ファッションの30年」展、「モードのジャポニス「FUTURE BEAUTY：日本ファッションの30年」展、「モードのジャポニス
ム」展など）ム」展など）や、研究誌や、研究誌（『DRESSTUDY』、『Fashion Talks...』）（『DRESSTUDY』、『Fashion Talks...』）の発行を通じの発行を通じ
て公開しています。　Website  https://www.kci.or.jp/て公開しています。　Website  https://www.kci.or.jp/
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出版社：Feuillets d’art出版社：Feuillets d’art
発行年：1919年発行年：1919年
  発行地：パリ  発行地：パリ

表 紙 の 収 蔵 品

  『フイエ・ダール  『フイエ・ダール（Feuillets d’art）（Feuillets d’art）』誌より』誌より

1919

植物で覆われたバルコニーで若い女性が何かに気づき、振り植物で覆われたバルコニーで若い女性が何かに気づき、振り

返っている。手元に運ばれてきた手紙。ラブレターだろうか。返っている。手元に運ばれてきた手紙。ラブレターだろうか。

本品はスペイン出身の画家でイラストレーター、エドゥアル本品はスペイン出身の画家でイラストレーター、エドゥアル

ド・ガルシア・ベニートによって描かれた。1910年代にキュド・ガルシア・ベニートによって描かれた。1910年代にキュ

ビズムに影響を受け、対象物を抽象化したイラストを描くよビズムに影響を受け、対象物を抽象化したイラストを描くよ

うになる。また、『フェミナ』誌、『ヴォーグ』誌などのファッうになる。また、『フェミナ』誌、『ヴォーグ』誌などのファッ

ション誌の表紙や挿絵を手がけ、フランスやアメリカで人気ション誌の表紙や挿絵を手がけ、フランスやアメリカで人気

を博した。を博した。

『フイエ・ダール』誌は1919年に編集者リュシアン・ボージェ『フイエ・ダール』誌は1919年に編集者リュシアン・ボージェ

ルによって創刊された、毎号1500部限定の豪華な芸術誌。ルによって創刊された、毎号1500部限定の豪華な芸術誌。

1922年まで不定期に発行された。美術、演劇、文学、1922年まで不定期に発行された。美術、演劇、文学、

ファッションなど幅広い芸術ジャンルをカバーし、ジャンルファッションなど幅広い芸術ジャンルをカバーし、ジャンル

ごとに本品のようなイラスト作品が数枚ずつ挟み込まれていごとに本品のようなイラスト作品が数枚ずつ挟み込まれてい

る。イラストレーターにはベニートをはじめ、G.バルビエ、る。イラストレーターにはベニートをはじめ、G.バルビエ、

C.マルタン、G.ルパップら人気の作家が参画した。C.マルタン、G.ルパップら人気の作家が参画した。

Dress Code: Are You Playing Fashion? / Dress Dress Code: Are You Playing Fashion? / Dress 
Code. Das Spiel mit der Mode, Photo: Laurin Code. Das Spiel mit der Mode, Photo: Laurin 
Schmid, 2021 © Kunst- und Ausstellungshalle Schmid, 2021 © Kunst- und Ausstellungshalle 
der Bundesrepublik Deutschland GmbH, Bonn, der Bundesrepublik Deutschland GmbH, Bonn, 
Germany, May 21 until September 12, 2021Germany, May 21 until September 12, 2021
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数
あ
る
食
べ
物
の
中
で
な
ぜ
和
菓
子
な
の
か
。

数
あ
る
食
べ
物
の
中
で
な
ぜ
和
菓
子
な
の
か
。

　
　
　
　

��

そ
れ
は
、
日
本
の
お
菓
子
に
込
め
ら
れ
た
美
し
さ
や
儚
さ
を
知
り
、

そ
れ
は
、
日
本
の
お
菓
子
に
込
め
ら
れ
た
美
し
さ
や
儚
さ
を
知
り
、

そ
の
魅
力
と
自
分
の
想
い
と
を
結
晶
化
で
き
て
こ
れ
た
か
ら
だ
と

そ
の
魅
力
と
自
分
の
想
い
と
を
結
晶
化
で
き
て
こ
れ
た
か
ら
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

思
っ
て
い
ま
す
。

　
四
季
の
う
つ
ろ
い
や
人
び
と
の
想
い
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま

　
四
季
の
う
つ
ろ
い
や
人
び
と
の
想
い
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま

せ
、
和
菓
子
と
い
う
形
に
結
晶
さ
せ
る
杉
山
さ
ん
。
今
回
の
「
一
人

せ
、
和
菓
子
と
い
う
形
に
結
晶
さ
せ
る
杉
山
さ
ん
。
今
回
の
「
一
人

一
品
」
は
、
杉
山
さ
ん
に

一
品
」
は
、
杉
山
さ
ん
に
K
C
I

K
C
I
の
収
蔵
品
か
ら

の
収
蔵
品
か
ら
22
点
選
ん
で
頂
き
、

点
選
ん
で
頂
き
、

新
た
な
和
菓
子
を
制
作
い
た
だ
き
ま
し
た
。
杉
山
さ
ん
の
言
葉
と
と

新
た
な
和
菓
子
を
制
作
い
た
だ
き
ま
し
た
。
杉
山
さ
ん
の
言
葉
と
と

も
に
お
伝
え
し
ま
す
。

も
に
お
伝
え
し
ま
す
。
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の
収
蔵
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を
語
る
「
一
人
一
品
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今
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の
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、
和
菓
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作
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の
杉
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早
陽
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ん

今
回
の
ゲ
ス
ト
は
、
和
菓
子
作
家
の
杉
山
早
陽
子
さ
ん
（「
御
菓
子
丸
」主
宰
）

（「
御
菓
子
丸
」主
宰
）
で
す
。

で
す
。

　
杉
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が
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へ
進
ん
だ
の
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、
大
学
在
学
中
に
偶

　
杉
山
さ
ん
が
和
菓
子
の
道
へ
進
ん
だ
の
は
、
大
学
在
学
中
に
偶

然
出
会
っ
た
写
真
集
『
和
の
菓
子
』
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
そ
う
で

然
出
会
っ
た
写
真
集
『
和
の
菓
子
』
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
写
真
集
に
収
め
ら
れ
た
作
品
か
ら
、
表
現
方
法
の
一
つ

す
。
そ
の
写
真
集
に
収
め
ら
れ
た
作
品
か
ら
、
表
現
方
法
の
一
つ

と
し
て
和
菓
子
の
可
能
性
に
気
づ
き
、
こ
の
道
を
志
す
よ
う
に

と
し
て
和
菓
子
の
可
能
性
に
気
づ
き
、
こ
の
道
を
志
す
よ
う
に

な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
大
学
卒
業
後
は
老
舗
和
菓
子
店
で
販
売
員

な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
大
学
卒
業
後
は
老
舗
和
菓
子
店
で
販
売
員

と
し
て
勤
務
し
、
和
菓
子
の
知
見
を
深
め
な
が
ら
、
独
学
で
和
菓

と
し
て
勤
務
し
、
和
菓
子
の
知
見
を
深
め
な
が
ら
、
独
学
で
和
菓

子
を
制
作
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

子
を
制
作
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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年
〜
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は
、
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じ
く
和
菓
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職
人
の
友
人
と
と
も
に
「
日
菓
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と
し

年
に
は
、
同
じ
く
和
菓
子
職
人
の
友
人
と
と
も
に
「
日
菓
」
と
し

て
活
動
。

て
活
動
。
2
0
1
4

2
0
1
4
年
か
ら
は
「
御
菓
子
丸
」
主
宰
と
し
て
、
和

年
か
ら
は
「
御
菓
子
丸
」
主
宰
と
し
て
、
和

菓
子
の
制
作
、
展
示
、
販
売
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

菓
子
の
制
作
、
展
示
、
販
売
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　
杉
山
さ
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は
著
書
の
中
で
、
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ぜ
和
菓
子
を
作
る
の
か
と
い
う

　
杉
山
さ
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は
著
書
の
中
で
、
な
ぜ
和
菓
子
を
作
る
の
か
と
い
う

問
い
に
対
し
て
こ
う
語
っ
て
い
ま
す
。

問
い
に
対
し
て
こ
う
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っ
て
い
ま
す
。
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和菓子って通常は約6割が砂糖ですが、和菓子って通常は約6割が砂糖ですが、
私の和菓子は4割程度のものも多いです。私の和菓子は4割程度のものも多いです。
甘味が少なくても美味しいと思えるものを甘味が少なくても美味しいと思えるものを
日々、考えています。日々、考えています。

和菓子って季節を感じさせる食べ物です和菓子って季節を感じさせる食べ物です
よね。春の花や秋の風景を表したり、見よね。春の花や秋の風景を表したり、見
た目にとても美しいです。だけど、伝統的た目にとても美しいです。だけど、伝統的
な和菓子って旬の食材を使うことがほとな和菓子って旬の食材を使うことがほと
んどないんです。私は古い慣習に縛られんどないんです。私は古い慣習に縛られ
ず、季節の食材も積極的に使っていきたず、季節の食材も積極的に使っていきた
いな、と思っています。いな、と思っています。

今
回
、
実
際
の
衣
装
か
ら
和
菓
子
を
創
作

今
回
、
実
際
の
衣
装
か
ら
和
菓
子
を
創
作

す
る
に
あ
た
り
、
当
時
、
こ
の
衣
装
を
着

す
る
に
あ
た
り
、
当
時
、
こ
の
衣
装
を
着

て
い
る
人
が
食
べ
る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な

て
い
る
人
が
食
べ
る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な

も
の
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
か
…
、
と
い
う

も
の
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
か
…
、
と
い
う

こ
と
を
念
頭
に
お
き
ま
し
た
。

こ
と
を
念
頭
に
お
き
ま
し
た
。

創
作
す
る
と
き
、
草
花
や
風
景
、
美
術
作

創
作
す
る
と
き
、
草
花
や
風
景
、
美
術
作

品
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

品
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
抽
象
的
な
も
の
、
例
え
ば
言
葉
の
概

が
、
抽
象
的
な
も
の
、
例
え
ば
言
葉
の
概

念
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

念
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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こ
の
衣
装
は
、
輸
出
品
と
し
て
当

　
こ
の
衣
装
は
、
輸
出
品
と
し
て
当

時
の
日
本
人
が
西
洋
人
の
こ
と
を
想

時
の
日
本
人
が
西
洋
人
の
こ
と
を
想

像
し
て
作
っ
た
も
の
だ
と
聞
き
、
私

像
し
て
作
っ
た
も
の
だ
と
聞
き
、
私

も
こ
の
衣
装
を
作
っ
た
人
と
同
じ
立

も
こ
の
衣
装
を
作
っ
た
人
と
同
じ
立

場
に
立
っ
て
み
た
い
、
と
思
い
ま
し

場
に
立
っ
て
み
た
い
、
と
思
い
ま
し

た
。
き
も
の
風
で
あ
り
な
が
ら
、
西

た
。
き
も
の
風
で
あ
り
な
が
ら
、
西

洋
衣
装
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
作
っ
て

洋
衣
装
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
作
っ
て

い
ま
す
よ
ね
。
な
の
で
、
私
も
日
本

い
ま
す
よ
ね
。
な
の
で
、
私
も
日
本

的
な
も
の
と
西
洋
的
な
も
の
を
う
ま

的
な
も
の
と
西
洋
的
な
も
の
を
う
ま

く
合
わ
せ
た
い
な
、
と
。
山
の
芋
の

く
合
わ
せ
た
い
な
、
と
。
山
の
芋
の

き
ん
と
ん
の
御
菓
子
で
す
が
、
オ
オ

き
ん
と
ん
の
御
菓
子
で
す
が
、
オ
オ

イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
と
い
う
春
に
咲
く
花

イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
と
い
う
春
に
咲
く
花

を
あ
し
ら
っ
て
、
こ
の
衣
装
の
雰
囲

を
あ
し
ら
っ
て
、
こ
の
衣
装
の
雰
囲

気
に
見
立
て
て
い
ま
す
。
そ
し
て
中

気
に
見
立
て
て
い
ま
す
。
そ
し
て
中

の
餡
は
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
で
風
味
を
つ

の
餡
は
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
で
風
味
を
つ

け
た
白
小
豆
で
作
っ
て
い
ま
す
。
和

け
た
白
小
豆
で
作
っ
て
い
ま
す
。
和

と
も
洋
と
も
い
え
な
い
味
で
は
な
い

と
も
洋
と
も
い
え
な
い
味
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
当
時
、
こ
れ
を
着

か
と
思
い
ま
す
。
当
時
、
こ
れ
を
着

た
人
も
新
し
い
文
化
に
接
す
る
好
奇

た
人
も
新
し
い
文
化
に
接
す
る
好
奇

心
が
あ
っ
た
の
だ
と
想
像
し
ま
す
。

心
が
あ
っ
た
の
だ
と
想
像
し
ま
す
。

も
し
こ
れ
を
着
た
人
に
こ
の
御
菓
子

も
し
こ
れ
を
着
た
人
に
こ
の
御
菓
子

を
差
し
上
げ
る
な
ら
、
同
じ
感
覚
で

を
差
し
上
げ
る
な
ら
、
同
じ
感
覚
で

食
べ
て
も
ら
い
た
い
な
、
と
。

食
べ
て
も
ら
い
た
い
な
、
と
。

輸出用室内着輸出用室内着

杉山さんが選んだ収蔵品杉山さんが選んだ収蔵品

西洋向けに日本で製作された室内着。クリー西洋向けに日本で製作された室内着。クリー

ム色の絹サテン地に藤、菖蒲、燕、鷺が絹糸ム色の絹サテン地に藤、菖蒲、燕、鷺が絹糸

で刺繍されている。両脇にマチ、後ろ腰にプで刺繍されている。両脇にマチ、後ろ腰にプ

リーツが入っていることから、当時西洋で流行リーツが入っていることから、当時西洋で流行

していたスカート裾が広がるドレスの上に合わしていたスカート裾が広がるドレスの上に合わ

せる形だったことが分かる。きものは20世紀せる形だったことが分かる。きものは20世紀

初頭に欧米で室内着として大流行した。その初頭に欧米で室内着として大流行した。その

ブームに商機を得た日本の呉服店は、西ブームに商機を得た日本の呉服店は、西

洋向けの室内着を盛んに製作し、輸洋向けの室内着を盛んに製作し、輸

出した。本品は出した。本品は髙髙島屋の前身、島屋の前身、

飯田飯田髙髙島屋製と考えら島屋製と考えら

れている。れている。

1906年頃　日本製1906年頃　日本製

京都服飾文化研究財団所蔵、林雅之撮影　京都服飾文化研究財団所蔵、林雅之撮影　

制
作
に
よ
せ
て

制
作
に
よ
せ
て

収
蔵
品
か
ら
生
ま
れ
た
お
菓
子
①

収
蔵
品
か
ら
生
ま
れ
た
お
菓
子
①

材
料
：
山
の
芋
、
白
小
豆
、
き
び
砂
糖
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン

材
料
：
山
の
芋
、
白
小
豆
、
き
び
砂
糖
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
（
茉
莉
花
）

（
茉
莉
花
）、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ

、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
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黒と紫の絹シャルミューズ製のツーピース・ドレス。黒と紫の絹シャルミューズ製のツーピース・ドレス。

金糸・銀糸で草花模様が刺繍されている。衿や打金糸・銀糸で草花模様が刺繍されている。衿や打

ち合わせ、裾の構成は日本のきものを思わせる。ち合わせ、裾の構成は日本のきものを思わせる。

キャロ姉妹店は、中国や日本をはじめとする東キャロ姉妹店は、中国や日本をはじめとする東

洋のモチーフを取り入れた作風で人気を博した洋のモチーフを取り入れた作風で人気を博した

パリ屈指のオートクチュール・メゾンの一つ。パリ屈指のオートクチュール・メゾンの一つ。

同店の経営者姉妹の長姉、マリー・ジェル同店の経営者姉妹の長姉、マリー・ジェル

ベールは浮世絵のコレクションをするなど、ベールは浮世絵のコレクションをするなど、

当時のジャポニスム当時のジャポニスム（日本趣味）（日本趣味）に傾倒しに傾倒し

ていた。ていた。

杉山さんが選んだ収蔵品杉山さんが選んだ収蔵品

キャロ姉妹店  イヴニング・ドレスキャロ姉妹店  イヴニング・ドレス
1908年頃　フランス製1908年頃　フランス製

京都服飾文化研究財団所蔵、操上和美撮影　京都服飾文化研究財団所蔵、操上和美撮影　

制
作
に
よ
せ
て

制
作
に
よ
せ
て

　
最
初
に
こ
の
衣
装
を
見
た
時
、
と

　
最
初
に
こ
の
衣
装
を
見
た
時
、
と

て
も
素
敵
な
色
だ
な
、
と
思
い
ま
し

て
も
素
敵
な
色
だ
な
、
と
思
い
ま
し

た
。
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
、
深

た
。
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
、
深

く
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
あ
る
紫
で
す
。
そ

く
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
あ
る
紫
で
す
。
そ

し
て
生
地
の
光
沢
が
美
し
い
と
。
こ

し
て
生
地
の
光
沢
が
美
し
い
と
。
こ

の
衣
装
を
着
た
西
洋
の
女
性
が
華
や

の
衣
装
を
着
た
西
洋
の
女
性
が
華
や

か
な
パ
ー
テ
ィ
で
食
べ
る
御
菓
子
を

か
な
パ
ー
テ
ィ
で
食
べ
る
御
菓
子
を

想
像
し
た
時
、
こ
の
生
地
の
よ
う
に

想
像
し
た
時
、
こ
の
生
地
の
よ
う
に

ツ
ル
っ
と
光
沢
の
あ
る
ゼ
リ
ー
が
良

ツ
ル
っ
と
光
沢
の
あ
る
ゼ
リ
ー
が
良

い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
し
た
。

い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
衣
装
は
フ
ラ
ン
ス
の
有

ま
た
、
こ
の
衣
装
は
フ
ラ
ン
ス
の
有

名
な
メ
ゾ
ン
で
作
ら
れ
た
も
の
だ
と

名
な
メ
ゾ
ン
で
作
ら
れ
た
も
の
だ
と

聞
き
ま
し
た
が
、
日
本
の
き
も
の
風

聞
き
ま
し
た
が
、
日
本
の
き
も
の
風

の
打
ち
合
わ
せ
や
お
引
き
ず
り
の
よ

の
打
ち
合
わ
せ
や
お
引
き
ず
り
の
よ

う
な
裾
が
あ
り
ま
す
。
御
菓
子
に

う
な
裾
が
あ
り
ま
す
。
御
菓
子
に

使
っ
た
果
汁
は
山
葡
萄
で
、
少
し
野

使
っ
た
果
汁
は
山
葡
萄
で
、
少
し
野

性
味
の
あ
る
日
本
原
産
の
野
葡
萄
で

性
味
の
あ
る
日
本
原
産
の
野
葡
萄
で

す
。
日
本
の
そ
れ
と
は
は
っ
き
り
分

す
。
日
本
の
そ
れ
と
は
は
っ
き
り
分

か
ら
な
い
け
ど
、
忍
ば
せ
て
い
る
の

か
ら
な
い
け
ど
、
忍
ば
せ
て
い
る
の

が
こ
の
衣
装
と
重
な
る
か
な
と
思
い
、

が
こ
の
衣
装
と
重
な
る
か
な
と
思
い
、

作
り
ま
し
た
。
下
に
敷
い
た
葡
萄
の

作
り
ま
し
た
。
下
に
敷
い
た
葡
萄
の

葉
も
衣
装
に
刺
繍
さ
れ
た
草
花
模
様

葉
も
衣
装
に
刺
繍
さ
れ
た
草
花
模
様

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

収
蔵
品
か
ら
生
ま
れ
た
お
菓
子
②

収
蔵
品
か
ら
生
ま
れ
た
お
菓
子
②

材
料
：
山
葡
萄
、
寒
天
、
き
び
砂
糖

材
料
：
山
葡
萄
、
寒
天
、
き
び
砂
糖
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珍
品
奇
品
も
数
多
い
K
C
I
の
収
蔵
庫 —

そ
こ
は
ま
さ
に
「
驚
異
の
部
屋
」。

京都服飾文化研究財団所蔵　畠山京都服飾文化研究財団所蔵　畠山崇崇撮影撮影

およそ100年前のブラジャーは今のものと似た

ような形をしている。細いストラップがあっ

て、後ろで留めるフックが付いている。しか

しディテールをみてみると、カップやワイヤー

はない。ペロンとした薄い生地にレースがは

め込まれ、小さな花飾りが付いているだけ。な

んとも心もとない気がするが、当時は平たん

な体つきが流行していたため、この形状で十

分だったのだ。（筒井）

ブラジャーブラジャー

 素材：絹（ジョーゼット、サテン、レース）

原産国：不詳

製作年：1920年代

（参考）『Art-Goût-Beauté』誌　1925年4月号（参考）『Art-Goût-Beauté』誌　1925年4月号

京都服飾文化研究財団所蔵京都服飾文化研究財団所蔵
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K
C
I

K
C
I（
以
下
、

（
以
下
、
KK
））：：
前
回
は
、

前
回
は
、
1
7
2
0

1
7
2
0
年
代
の
絹
織
物
に
み
ら
れ
る
「
緑
」

年
代
の
絹
織
物
に
み
ら
れ
る
「
緑
」

の
染
色
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
化
学
式
が
出
て
く
る

の
染
色
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
化
学
式
が
出
て
く
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
青
木
さ
ん
の
お
話
は
分
か
り
や
す
く
て
と
て
も
面
白

場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
青
木
さ
ん
の
お
話
は
分
か
り
や
す
く
て
と
て
も
面
白

か
っ
た
で
す
。
今
回
は
「
赤
」
の
染
色
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
っ
た
で
す
。
今
回
は
「
赤
」
の
染
色
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
木
青
木（
以
下
、青
）

（
以
下
、青
）：：
赤
も
面
白
い
で
す
よ
。
今
回
は

赤
も
面
白
い
で
す
よ
。
今
回
は
1
7
9
0

1
7
9
0
年
頃
の
ジ
ャ
ケ
ッ

年
頃
の
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
が
題
材
で
す
ね
。

ト
が
題
材
で
す
ね
。

KK
：：
は
い
。
女
性
用
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
、
フ
ラ
ン
ス
で
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

は
い
。
女
性
用
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
、
フ
ラ
ン
ス
で
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
2
0
0

2
0
0
年
以
上
経
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
良
い
状
態
で
保
存

年
以
上
経
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
良
い
状
態
で
保
存

さ
れ
て
い
て
、
退
色
も
あ
ま
り
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

さ
れ
て
い
て
、
退
色
も
あ
ま
り
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

青
：
青
：
少
し
暗
み
を
帯
び
た
鮮
や
か
な
赤
で
す
ね
。

少
し
暗
み
を
帯
び
た
鮮
や
か
な
赤
で
す
ね
。

KK
：：
黒
い
経
糸
を
使
っ
て
ス
ト
ラ
イ
プ
柄
を
織
り
出
し
て
い
ま
す
。
本
品
の
よ

黒
い
経
糸
を
使
っ
て
ス
ト
ラ
イ
プ
柄
を
織
り
出
し
て
い
ま
す
。
本
品
の
よ

う
な
細
か
な
ス
ト
ラ
イ
プ
柄
は

う
な
細
か
な
ス
ト
ラ
イ
プ
柄
は
1818
世
紀
末
に
よ
く
見
ら
れ
る
流
行
の
生
地
で
す

世
紀
末
に
よ
く
見
ら
れ
る
流
行
の
生
地
で
す

（
図
（
図
11
））。。

青
：
青
：
美
し
い
で
す
ね
。
そ
し
て
素
材
は
綿
で
す
ね
。
前
回
は
絹
織
物
で
し
た
が
、

美
し
い
で
す
ね
。
そ
し
て
素
材
は
綿
で
す
ね
。
前
回
は
絹
織
物
で
し
た
が
、

染
色
を
す
る
に
あ
た
っ
て
綿
か
絹
か
の
違
い
は
大
き
い
ん
で
す
。

染
色
を
す
る
に
あ
た
っ
て
綿
か
絹
か
の
違
い
は
大
き
い
ん
で
す
。

KK
：：
前
回
、
綿
は
絹
に
比
べ
て
染
ま
り
難
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

前
回
、
綿
は
絹
に
比
べ
て
染
ま
り
難
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

＊
前
号
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ご
覧
頂
け
ま
す
。

＊
前
号
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ご
覧
頂
け
ま
す
。

　
　
　
　https://w

w
w

.kci.or.jp/publication
/pdf/pr/fukuw

om
eguru

_018.pdf
https://w

w
w

.kci.or.jp/publication
/pdf/pr/fukuw

om
eguru

_018.pdf

前
号
に
引
き
続
き
、
京
都
市
内
の
大
学
で
教
鞭
を
執
り
な
が
ら
染
色
業
を

前
号
に
引
き
続
き
、
京
都
市
内
の
大
学
で
教
鞭
を
執
り
な
が
ら
染
色
業
を

営
む
青
木
正
明
さ
ん
に

営
む
青
木
正
明
さ
ん
に
K
C
I

K
C
I
の
収
蔵
品
の
色
と
そ
の
染
め
技
法
に
つ
い

の
収
蔵
品
の
色
と
そ
の
染
め
技
法
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

KC I収蔵品

細かな縞柄の綿平織りによるジャケット。欧州では、赤は17世紀ごろまで高貴な色として尊ばれ、法官や司細かな縞柄の綿平織りによるジャケット。欧州では、赤は17世紀ごろまで高貴な色として尊ばれ、法官や司
教などの特権階級を象徴した。18世紀後半になると赤は次第に広い階層で着られるようになっていった。教などの特権階級を象徴した。18世紀後半になると赤は次第に広い階層で着られるようになっていった。

1790年頃　フランス製　京都服飾文化研究財団所蔵　小暮徹撮影1790年頃　フランス製　京都服飾文化研究財団所蔵　小暮徹撮影
ジャケットジャケット

京
都
市 

染
色
も
の
が
た
り
②

K
C
I
の
収
蔵
品
に
み
ら
れ
る

技
法
や
素
材
を
手
が
か
り
に
、

各
地
を
訪
れ
ま
す
。

図1　ジャケットの裾部分。先染めした綿製の赤い糸と黒い糸によってストライプが織り出されている図1　ジャケットの裾部分。先染めした綿製の赤い糸と黒い糸によってストライプが織り出されている
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青
：
青
：
は
い
。
天
然
染
料
で
染
め
る
場
合
は
そ
う
で
す
。
タ
ン
パ
ク
質
が
主
成
分

は
い
。
天
然
染
料
で
染
め
る
場
合
は
そ
う
で
す
。
タ
ン
パ
ク
質
が
主
成
分

の
絹
や
ウ
ー
ル
は
天
然
染
料
と
相
性
が
い
い
ん
で
す
が
、
セ
ル
ロ
ー
ス
が
主
成

の
絹
や
ウ
ー
ル
は
天
然
染
料
と
相
性
が
い
い
ん
で
す
が
、
セ
ル
ロ
ー
ス
が
主
成

分
の
綿
や
麻
は
相
性
が
悪
く
て
染
ま
り
難
く
、
色
落
ち
も
し
や
す
い
ん
で
す
よ
。

分
の
綿
や
麻
は
相
性
が
悪
く
て
染
ま
り
難
く
、
色
落
ち
も
し
や
す
い
ん
で
す
よ
。

KK
：：
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
し
か
し
、
本
品
が
作
ら
れ
た
時
代
は
未
だ
天
然
染
料

そ
う
な
ん
で
す
ね
。
し
か
し
、
本
品
が
作
ら
れ
た
時
代
は
未
だ
天
然
染
料

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
赤
の
染
料
と
い
い
ま
す
と
、
植
物
の
ア
カ
ネ
や
ス
オ
ウ
、

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
赤
の
染
料
と
い
い
ま
す
と
、
植
物
の
ア
カ
ネ
や
ス
オ
ウ
、

そ
し
て
前
回
の
お
話
で
も
出
て
き
ま
し
た
ラ
ッ
ク
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
な
ど
の
虫
が

そ
し
て
前
回
の
お
話
で
も
出
て
き
ま
し
た
ラ
ッ
ク
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
な
ど
の
虫
が

あ
り
ま
す
が
…
。

あ
り
ま
す
が
…
。

青
：
青
：
い
ず
れ
も
綿
に
は
染
ま
り
難
い
ん
で
す
が
、
実
は
古
く
か
ら
イ
ン
ド
に
は

い
ず
れ
も
綿
に
は
染
ま
り
難
い
ん
で
す
が
、
実
は
古
く
か
ら
イ
ン
ド
に
は

ア
カ
ネ
を
使
っ
て
赤
を
鮮
や
か
に
染
め
る
技
術
が
あ
っ
て
、

ア
カ
ネ
を
使
っ
て
赤
を
鮮
や
か
に
染
め
る
技
術
が
あ
っ
て
、
1818
世
紀
後
半
に
そ

世
紀
後
半
に
そ

れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
わ
っ
た
ん
で
す

れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
わ
っ
た
ん
で
す
（
図
（
図
22
））。。

KK
：：
と
い
う
こ
と
は
、
本
品
は
ア
カ
ネ
で
染
め
ら
れ
て
い
る
と
？

と
い
う
こ
と
は
、
本
品
は
ア
カ
ネ
で
染
め
ら
れ
て
い
る
と
？

青
：
青
：
お
そ
ら
く
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
「
ト
ル
コ
赤
」
と
呼
ば

お
そ
ら
く
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
「
ト
ル
コ
赤
」
と
呼
ば

れ
た
技
法
で
す
。

れ
た
技
法
で
す
。

KK
：：
あ
あ
、「
ト
ル
コ
赤
」
は
染
色
の
歴
史
書
に
出
て
き
ま
す
ね
。
た
し
か
、
ト

あ
あ
、「
ト
ル
コ
赤
」
は
染
色
の
歴
史
書
に
出
て
き
ま
す
ね
。
た
し
か
、
ト

ル
コ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
た
ら
さ
れ
、
流
行
し
た
染
色
技
法
だ
っ
た
か
と
…
。

ル
コ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
た
ら
さ
れ
、
流
行
し
た
染
色
技
法
だ
っ
た
か
と
…
。

青
：
青
：
イ
ン
ド
の
技
法
が
ト
ル
コ
経
由
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
わ
っ
た
ん
で
す
。
綿

イ
ン
ド
の
技
法
が
ト
ル
コ
経
由
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
わ
っ
た
ん
で
す
。
綿

織
物
の
生
産
が
盛
ん
だ
っ
た
イ
ン
ド
は
綿
に
対
応
す
る
染
色
技
術
が
と
て
も
発

織
物
の
生
産
が
盛
ん
だ
っ
た
イ
ン
ド
は
綿
に
対
応
す
る
染
色
技
術
が
と
て
も
発

達
し
て
い
ま
し
た
。

達
し
て
い
ま
し
た
。

KK
：：
イ
ン
ド
で
使
わ
れ
て
い
た
ア
カ
ネ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
あ
る
ん
で
す
か
？

イ
ン
ド
で
使
わ
れ
て
い
た
ア
カ
ネ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
あ
る
ん
で
す
か
？

青
：
青
：
い
え
、
イ
ン
ド
ア
カ
ネ
と
セ
イ
ヨ
ウ
ア
カ
ネ
は
そ
れ
ぞ
れ
色
素
が
違
い
ま

い
え
、
イ
ン
ド
ア
カ
ネ
と
セ
イ
ヨ
ウ
ア
カ
ネ
は
そ
れ
ぞ
れ
色
素
が
違
い
ま

す
が
、
似
た
よ
う
な
工
程
で
染
め
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
い
ず
れ
も
ア

す
が
、
似
た
よ
う
な
工
程
で
染
め
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
い
ず
れ
も
ア

カ
ネ
の
根
っ
こ
を
使
用
し
ま
す

カ
ネ
の
根
っ
こ
を
使
用
し
ま
す
（
図
（
図
33
））。。

KK
：：
難
し
い
工
程
な
の
で
し
ょ
う
か
？

難
し
い
工
程
な
の
で
し
ょ
う
か
？

青
：
青
：
え
え
。
フ
ラ
ン
ス
の
染
色
研
究
者
、
ド
ミ
ニ
ク
・
カ
ル
ド
ン
さ
ん
が
自
身

え
え
。
フ
ラ
ン
ス
の
染
色
研
究
者
、
ド
ミ
ニ
ク
・
カ
ル
ド
ン
さ
ん
が
自
身

の
著
書
に
書
い
て
い
る
の
で
す
が
、
当
時
、「
ト
ル
コ
赤
」
を
染
め
上
げ
る
に

の
著
書
に
書
い
て
い
る
の
で
す
が
、
当
時
、「
ト
ル
コ
赤
」
を
染
め
上
げ
る
に

はは
11
か
月
も
要
し
た
ら
し
い
ん
で
す
よ
。
し
か
も
、
セ
イ
ヨ
ウ
ア
カ
ネ
の
根
っ

か
月
も
要
し
た
ら
し
い
ん
で
す
よ
。
し
か
も
、
セ
イ
ヨ
ウ
ア
カ
ネ
の
根
っ

こ
や
媒
染
剤

こ
や
媒
染
剤（
注
）

（
注
）の
ミ
ョ
ウ
バ
ン
の
他
に
、
羊
や
ヤ
ギ
の
血
、
魚
の
脂
や
オ

の
ミ
ョ
ウ
バ
ン
の
他
に
、
羊
や
ヤ
ギ
の
血
、
魚
の
脂
や
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、
動
物
の
糞
な
ど
も
使
っ
た
、
と
。
作
業
中
は
悪
臭
が
酷
か
っ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、
動
物
の
糞
な
ど
も
使
っ
た
、
と
。
作
業
中
は
悪
臭
が
酷
か
っ

た
の
で
、「
ト
ル
コ
赤
」
を
染
め
て
い
る
街
に
は
関
係
者
以
外
に
誰
も
住
ん
で

た
の
で
、「
ト
ル
コ
赤
」
を
染
め
て
い
る
街
に
は
関
係
者
以
外
に
誰
も
住
ん
で

い
な
か
っ
た
ら
し
い
で
す
。
本
品
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
時
は
、
悪
臭
は
し
な

い
な
か
っ
た
ら
し
い
で
す
。
本
品
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
時
は
、
悪
臭
は
し
な

か
っ
た
で
す
が

か
っ
た
で
す
が
（
笑
）

（
笑
）

KK
：：
作
ら
れ
て
か
ら

作
ら
れ
て
か
ら
2
0
0

2
0
0
年
以
上
経
っ
て
ま
す
し
、
当
時
も
さ
す
が
に
悪
臭

年
以
上
経
っ
て
ま
す
し
、
当
時
も
さ
す
が
に
悪
臭

の
あ
る
服
は
着
な
い
で
し
ょ
う
ね

の
あ
る
服
は
着
な
い
で
し
ょ
う
ね（
笑
）

（
笑
）。
悪
臭
を
消
す
何
ら
か
の
処
理
が
さ
れ

。
悪
臭
を
消
す
何
ら
か
の
処
理
が
さ
れ

て
い
た
の
か
も
。
そ
れ
に
し
て
も
、
想
像
を
絶
す
る
材
料
で
す
。

て
い
た
の
か
も
。
そ
れ
に
し
て
も
、
想
像
を
絶
す
る
材
料
で
す
。

青
：
青
：
ど
こ
ま
で
真
実
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
確
か
に
動
物
の
血
に
含
ま
れ
る
ア

ど
こ
ま
で
真
実
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
確
か
に
動
物
の
血
に
含
ま
れ
る
ア

ル
ブ
ミ
ン
は
様
々
な
物
質
と
結
合
し
や
す
い
性
質
が
あ
る
の
で
赤
色
色
素
以
外

ル
ブ
ミ
ン
は
様
々
な
物
質
と
結
合
し
や
す
い
性
質
が
あ
る
の
で
赤
色
色
素
以
外

の
不
純
物
と
く
っ
つ
き
、
染
色
の
工
程
で
一
緒
に
取
り
除
か
れ
た
可
能
性
は
大

の
不
純
物
と
く
っ
つ
き
、
染
色
の
工
程
で
一
緒
に
取
り
除
か
れ
た
可
能
性
は
大

い
に
あ
り
ま
す
。
結
果
、
鮮
明
な
赤
の
仕
上
が
り
に
貢
献
し
た
、
と

い
に
あ
り
ま
す
。
結
果
、
鮮
明
な
赤
の
仕
上
が
り
に
貢
献
し
た
、
と
（
図
（
図
44
））。。

KK
：：
試
行
錯
誤
の
う
え
で
辿
り
着
い
た
材
料
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

試
行
錯
誤
の
う
え
で
辿
り
着
い
た
材
料
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

そ
れ
で
、
青
木
さ
ん
の
近
著
『
伝
統
色
づ
く
り
解
体
新
書
「
天
然
染
料
と
衣

そ
れ
で
、
青
木
さ
ん
の
近
著
『
伝
統
色
づ
く
り
解
体
新
書
「
天
然
染
料
と
衣

服
」』
で
は
、
セ
イ
ヨ
ウ
ア
カ
ネ
で
綿
織
物
を
染
め
る
再
現
を
な
さ
っ
た
ん
で

服
」』
で
は
、
セ
イ
ヨ
ウ
ア
カ
ネ
で
綿
織
物
を
染
め
る
再
現
を
な
さ
っ
た
ん
で

す
よ
ね
。

す
よ
ね
。

青
：
青
：
は
い
。
動
物
の
血
や
糞
を
用
い
る

は
い
。
動
物
の
血
や
糞
を
用
い
る
1818
世
紀
の
染
色
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん

世
紀
の
染
色
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
セ
イ
ヨ
ウ
ア
カ
ネ
を
用
い
て
染
め
て
み
ま
し
た
。
媒
染
剤
と
し
て
ミ
ョ
ウ

が
、
セ
イ
ヨ
ウ
ア
カ
ネ
を
用
い
て
染
め
て
み
ま
し
た
。
媒
染
剤
と
し
て
ミ
ョ
ウ

バ
ン
、
助
剤
に
酢
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
セ
イ
ヨ
ウ
ア
カ
ネ
の
赤
色
色
素
は
ア

バ
ン
、
助
剤
に
酢
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
セ
イ
ヨ
ウ
ア
カ
ネ
の
赤
色
色
素
は
ア

リ
ザ
リ
ン
と
い
っ
て
、
イ
ン
ド
ア
カ
ネ
の
プ
ル
プ
リ
ン
に
比
べ
る
と
色
素
量
が

リ
ザ
リ
ン
と
い
っ
て
、
イ
ン
ド
ア
カ
ネ
の
プ
ル
プ
リ
ン
に
比
べ
る
と
色
素
量
が

少
な
く
て
ピ
ン
ク
寄
り
の
赤
に
染
ま
る
傾
向
に
あ
る
の
で
す
が
、
結
構
、
綺
麗

少
な
く
て
ピ
ン
ク
寄
り
の
赤
に
染
ま
る
傾
向
に
あ
る
の
で
す
が
、
結
構
、
綺
麗

に
染
ま
り
ま
し
た
よ
。

に
染
ま
り
ま
し
た
よ
。

図3　セイヨウアカネの乾燥根。これを染料として使う図3　セイヨウアカネの乾燥根。これを染料として使う

図2　セイヨウアカネの地上部。ヨーロッパから中国にかけ図2　セイヨウアカネの地上部。ヨーロッパから中国にかけ
て広く分布するて広く分布する（青木正明氏提供。武田薬品・京都薬用植物（青木正明氏提供。武田薬品・京都薬用植物
園にて撮影協力）園にて撮影協力）

図4　18世紀ヨーロッパの図4　18世紀ヨーロッパの
染色工房の様子。ディド染色工房の様子。ディド
ロ編『百科全書』ロ編『百科全書』（1762～（1762～
72年）72年）よりより
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KK
：：
本
書
が
完
成
し
、
拝
読
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！
そ
れ
で
、

本
書
が
完
成
し
、
拝
読
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！
そ
れ
で
、

も
う
一
種
類
の
赤
の
染
料
で
あ
る
虫
に
つ
い
て
も
少
し
お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ

も
う
一
種
類
の
赤
の
染
料
で
あ
る
虫
に
つ
い
て
も
少
し
お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。
大
学
の
授
業
な
ど
で
学
生
に
「
赤
色
染
料
の
虫
は
食
品
に
も
使
わ
れ
る

さ
い
。
大
学
の
授
業
な
ど
で
学
生
に
「
赤
色
染
料
の
虫
は
食
品
に
も
使
わ
れ
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
皆
さ
ん
も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
口
に
し
て
い
ま
す

こ
と
が
あ
る
の
で
、
皆
さ
ん
も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
口
に
し
て
い
ま
す

よ
。」
と
話
す
と
皆
か
な
り
驚
い
て
、
興
味
を
持
つ
学
生
が
多
い
ん
で
す
。

よ
。」
と
話
す
と
皆
か
な
り
驚
い
て
、
興
味
を
持
つ
学
生
が
多
い
ん
で
す
。

青
：
青
：
は
は
は
、そ
う
で
し
ょ
う
ね

は
は
は
、そ
う
で
し
ょ
う
ね（
笑
）

（
笑
）。
虫
を
食
べ
て
い
る
な
ん
て
思
い
ま
せ
ん
よ
ね
。

。
虫
を
食
べ
て
い
る
な
ん
て
思
い
ま
せ
ん
よ
ね
。

KK
：：
赤
色
色
素
を
持
つ
虫
は
、
ラ
ッ
ク
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
、
ケ
ル
メ
ス
、
コ
チ

赤
色
色
素
を
持
つ
虫
は
、
ラ
ッ
ク
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
、
ケ
ル
メ
ス
、
コ
チ

ニ
ー
ル
な
ど
植
物
に
寄
生
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
生
息
地
が
違

ニ
ー
ル
な
ど
植
物
に
寄
生
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
生
息
地
が
違

う
だ
け
で
、
仲
間
と
思
っ
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

う
だ
け
で
、
仲
間
と
思
っ
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

青
：
青
：
は
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
色
素
は
ま
ぁ
親
戚
同
士
と
思
っ
て
も
ら
っ
て
大
丈
夫

は
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
色
素
は
ま
ぁ
親
戚
同
士
と
思
っ
て
も
ら
っ
て
大
丈
夫

で
す
。
で
す
が
、
姿
か
た
ち
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
ん
で
す
。
前
回
も
少
し
お
話
し

で
す
。
で
す
が
、
姿
か
た
ち
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
ん
で
す
。
前
回
も
少
し
お
話
し

ま
し
た
が
、
ラ
ッ
ク
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
は
蝋
っ
ぽ
い
形
状
で
す
。
図

ま
し
た
が
、
ラ
ッ
ク
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
は
蝋
っ
ぽ
い
形
状
で
す
。
図
55
が
そ
れ
で

が
そ
れ
で

す
が
、
こ
の
塊
は
ざ
っ
と

す
が
、
こ
の
塊
は
ざ
っ
と
1
0
0

1
0
0
匹
が
集
ま
っ
た
も
の
か
と
。
ま
ず
、
メ
ス
が

匹
が
集
ま
っ
た
も
の
か
と
。
ま
ず
、
メ
ス
が

幼
虫
の
時
に
所
せ
ま
し
と
枝
に
取
り
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
口
を
枝
に
さ
し
て
樹
液

幼
虫
の
時
に
所
せ
ま
し
と
枝
に
取
り
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
口
を
枝
に
さ
し
て
樹
液

を
吸
い
始
め
ま
す
。
そ
の
間
に
オ
ス
が
交
尾
す
る
の
で
す
が
、
オ
ス
は
そ
の
ま

を
吸
い
始
め
ま
す
。
そ
の
間
に
オ
ス
が
交
尾
す
る
の
で
す
が
、
オ
ス
は
そ
の
ま

ま
死
に
ま
す
。
メ
ス
は
樹
液
を
吸
い
続
け
、
体
か
ら
汗
の
よ
う
な
も
の
と
し
て

ま
死
に
ま
す
。
メ
ス
は
樹
液
を
吸
い
続
け
、
体
か
ら
汗
の
よ
う
な
も
の
と
し
て

樹
脂
を
出
し
続
け
、
そ
れ
が
体
全
体
を
覆
っ
て
隣
の
メ
ス
の
樹
脂
と
も
合
体
し

樹
脂
を
出
し
続
け
、
そ
れ
が
体
全
体
を
覆
っ
て
隣
の
メ
ス
の
樹
脂
と
も
合
体
し

て
あ
ん
な
塊
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
過
程
で
卵
を
産
み
、
そ
の
う
ち
メ
ス

て
あ
ん
な
塊
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
過
程
で
卵
を
産
み
、
そ
の
う
ち
メ
ス

も
死
に
ま
す
。
卵
か
ら
出
た
幼
虫
は
塊
か
ら
穴
を
あ
け
て
出
て
い
き
、
新
し
い

も
死
に
ま
す
。
卵
か
ら
出
た
幼
虫
は
塊
か
ら
穴
を
あ
け
て
出
て
い
き
、
新
し
い

枝
を
探
す
旅
に
出
る
ん
で
す
。

枝
を
探
す
旅
に
出
る
ん
で
す
。

KK
：：
す
ご
い
…
。
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

す
ご
い
…
。
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

青
：
青
：
は
は
は

は
は
は（
笑
）

（
笑
）。
ラ
ッ
ク
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
は
こ
の
よ
う
に
蝋
化
し
て
い
る
の

。
ラ
ッ
ク
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
は
こ
の
よ
う
に
蝋
化
し
て
い
る
の

で
、
砕
い
て
熱
す
ぎ
な
い
湯
に
浸
し
て
じ
っ
く
り
待
た
な
い
と
染
液
に
な
り
ま

で
、
砕
い
て
熱
す
ぎ
な
い
湯
に
浸
し
て
じ
っ
く
り
待
た
な
い
と
染
液
に
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
比
べ
て
コ
チ
ニ
ー
ル
や
ケ
ル
メ
ス
は
個
体
が
乾
燥
し
た
状
態
の

せ
ん
。
そ
れ
に
比
べ
て
コ
チ
ニ
ー
ル
や
ケ
ル
メ
ス
は
個
体
が
乾
燥
し
た
状
態
の

も
の
な
の
で
使
い
や
す
い
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
ド
レ
ス

も
の
な
の
で
使
い
や
す
い
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
ド
レ
ス
11
着
を
染
め
る
の

着
を
染
め
る
の

に
何
万
匹
も
必
要
な
ん
で
す
。

に
何
万
匹
も
必
要
な
ん
で
す
。

KK
：：
赤
は
赤
は
1717
世
紀
ご
ろ
ま
で
高
貴
な
色
だ
っ
た
の
も
納
得
で
す
。
法
官
や
司
教

世
紀
ご
ろ
ま
で
高
貴
な
色
だ
っ
た
の
も
納
得
で
す
。
法
官
や
司
教

な
ど
特
権
階
級
の
服
の
色
で
し
た
ね
。
彼
ら
の
服
は
高
価
な
絹
織
物
や
毛
織
物

な
ど
特
権
階
級
の
服
の
色
で
し
た
ね
。
彼
ら
の
服
は
高
価
な
絹
織
物
や
毛
織
物

で
、
虫
で
鮮
や
か
に
染
め
た
も
の
だ
っ
た
、
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

で
、
虫
で
鮮
や
か
に
染
め
た
も
の
だ
っ
た
、
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

青
：
青
：
図図
66
は
コ
チ
ニ
ー
ル
で
ウ
ー
ル
の
織
物
を
染
め
て
み
た
も
の
で
す
。
媒
染

は
コ
チ
ニ
ー
ル
で
ウ
ー
ル
の
織
物
を
染
め
て
み
た
も
の
で
す
。
媒
染

剤
が
違
う
の
で
色
味
が
少
し
違
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
濃
く
美
し
い
色
が
得
ら

剤
が
違
う
の
で
色
味
が
少
し
違
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
濃
く
美
し
い
色
が
得
ら

れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
最
初
の
綿
の
話
に
戻
り
ま
す
が
、
端
の
か
が
り
糸
を
見
て

れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
最
初
の
綿
の
話
に
戻
り
ま
す
が
、
端
の
か
が
り
糸
を
見
て

く
だ
さ
い
、
こ
れ
綿
な
ん
で
す
。
ほ
と
ん
ど
染
ま
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
？

く
だ
さ
い
、
こ
れ
綿
な
ん
で
す
。
ほ
と
ん
ど
染
ま
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
？

KK
：：
ほ
ん
と
で
す
ね
、
綿
は
染
ま
っ
て
い
な
い
！
そ
う
考
え
る
と
、
綿
を
鮮
や

ほ
ん
と
で
す
ね
、
綿
は
染
ま
っ
て
い
な
い
！
そ
う
考
え
る
と
、
綿
を
鮮
や

か
に
染
め
る
「
ト
ル
コ
赤
」
が
い
か
に
画
期
的
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
て
は
や

か
に
染
め
る
「
ト
ル
コ
赤
」
が
い
か
に
画
期
的
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
て
は
や

さ
れ
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

さ
れ
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

青
：
青
：
本
当
に
そ
う
で
す
ね
。
た
と
え
染
め
る
の
に

本
当
に
そ
う
で
す
ね
。
た
と
え
染
め
る
の
に
11
か
月
か
か
っ
た
り
動
物
の

か
月
か
か
っ
た
り
動
物
の

糞
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
安
価
か
つ
大
量
に
染
め
る
こ

糞
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
安
価
か
つ
大
量
に
染
め
る
こ

と
が
で
き
た
わ
け
で
す
か
ら
。

と
が
で
き
た
わ
け
で
す
か
ら
。

KK
：：
赤
の
染
色
も
奥
深
く
て
面
白
い
お
話
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

赤
の
染
色
も
奥
深
く
て
面
白
い
お
話
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
次
回
は

た
。
次
回
は
1919
世
紀
後
半
に
登
場
し
た
合
成
染
料
の
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い

世
紀
後
半
に
登
場
し
た
合
成
染
料
の
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
：
青
：
次
回
は
合
成
染
料
が
発
明
さ
れ
た
当
時
の
衣
装
が
見
ら
れ
る
の
で
す
ね
、

次
回
は
合
成
染
料
が
発
明
さ
れ
た
当
時
の
衣
装
が
見
ら
れ
る
の
で
す
ね
、

ど
ん
な
色
な
の
か
す
ご
く
楽
し
み
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
ん
な
色
な
の
か
す
ご
く
楽
し
み
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）  

聞
き
手
・
筒
井
直
子

聞
き
手
・
筒
井
直
子

22
00
22
22
年年
22
月月
2323
日日  

取
材
取
材

青
木
正
明
氏

青
木
正
明
氏  

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

天
然
色
工
房

天
然
色
工
房tezom

eya
tezom

eya

主
宰
、
京
都
光
華
女
子
大
学
短
期
大
学
部

主
宰
、
京
都
光
華
女
子
大
学
短
期
大
学
部

准
教
授
兼
務
。

准
教
授
兼
務
。

東
京
大
学
医
学
部
保
健
学
科
を
卒
業
後
、
株
式
会
社
ワ
コ
ー
ル
に
て

東
京
大
学
医
学
部
保
健
学
科
を
卒
業
後
、
株
式
会
社
ワ
コ
ー
ル
に
て

企
画
業
務
を
担
当
。
草
木
染
め
を
利
用
し
た
企
画
に
携
わ
る
中
で
天

企
画
業
務
を
担
当
。
草
木
染
め
を
利
用
し
た
企
画
に
携
わ
る
中
で
天

然
染
料
へ
の
造
詣
を
深
め
、
退
社
し
廣
田
益
久
氏
に
師
事
。
古
代
染

然
染
料
へ
の
造
詣
を
深
め
、
退
社
し
廣
田
益
久
氏
に
師
事
。
古
代
染

色
研
究
家

色
研
究
家  

前
田
雨
城
氏
の
作
品
に
感
銘
を
受
け
、
古
代
染
色
研
究
の

前
田
雨
城
氏
の
作
品
に
感
銘
を
受
け
、
古
代
染
色
研
究
の

た
め
た
め
2
0
0
2

2
0
0
2
年
に
独
立
。

年
に
独
立
。

（
注
）

（
注
）  

媒
染
剤
…
繊
維
が
染
料
で
直
接
染
ま
ら
な
い
場
合
に
用
い
る
染
料
を
定
着
さ
せ
る
た
め
の

媒
染
剤
…
繊
維
が
染
料
で
直
接
染
ま
ら
な
い
場
合
に
用
い
る
染
料
を
定
着
さ
せ
る
た
め
の

薬
剤
。
鉄
や
ミ
ョ
ウ
バ
ン
な
ど
。

薬
剤
。
鉄
や
ミ
ョ
ウ
バ
ン
な
ど
。

図6　ウール製の織物をコチ図6　ウール製の織物をコチ
ニールで染めた例。端のかニールで染めた例。端のか
がり糸は綿製なので、ほとんがり糸は綿製なので、ほとん
ど染まっていない。ど染まっていない。（青木正明（青木正明
氏提供）氏提供）

図5　樹木に寄生し、100匹近く図5　樹木に寄生し、100匹近く
群がって死骸の塊になったラック群がって死骸の塊になったラック
カイガラムシカイガラムシ（青木正明氏提供）（青木正明氏提供）

『伝統色づくり解体新書『伝統色づくり解体新書
「天然染料と衣服」 カ「天然染料と衣服」 カ
ラー写真で理解する染ラー写真で理解する染
めの再現』めの再現』（日刊工業新（日刊工業新
聞社）聞社）
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シュー・キーパーは形シュー・キーパーは形

に合わせてくぼみを設に合わせてくぼみを設

けています。けています。

パンプスはかかとと先にパンプスはかかとと先に

アーカイバルボード製の固アーカイバルボード製の固

定具を作り、収蔵品が保定具を作り、収蔵品が保

存容器内で動かないように存容器内で動かないように

工夫をしています。工夫をしています。

保存容器の中を二分して、保存容器の中を二分して、

同時代の香水瓶を一緒に同時代の香水瓶を一緒に

保管しています。保管しています。

下段にはパンプ下段にはパンプ

ス本体を収納。ス本体を収納。

上段には付属の上段には付属の

シュー・キーパーシュー・キーパー

を収納。を収納。

拡大図拡大図

拡大図拡大図

拡大図拡大図

ガラスの香水瓶が割れないよう、プガラスの香水瓶が割れないよう、プ

ラスタゾートという腐食ガスを出さなラスタゾートという腐食ガスを出さな

い緩衝材で固定具をつくり、保存容い緩衝材で固定具をつくり、保存容

器内で動かないようにしています。器内で動かないようにしています。

KCI の収蔵庫には、ドレスなどの衣装の
ほかに、靴や帽子・アクセサリー等、様々
な形や素材の収蔵品が納められています。

それらの中には、壊れやすいもの、それ
だけでは自立しないもの、また、いくつかの
ピースをひとまとめに収納する必要があるも
のなど、収蔵庫での保管に一層配慮が必要
な収蔵品も含まれています。

補修室ではこのような収蔵品の特徴に合
わせた保存容器を手作りしています。「アー
カイバルボード」と呼ばれる中性紙ででき
た段ボールで外箱を作り、その後、収納す
るものの特徴にそった工夫を施して組み立
て、保存容器を完成させます。

収蔵品を保存容器に収納することは、安
定した状態を保つだけでなく、埃や光から
収蔵品を守ったり、日常作業での取り扱い
事故を未然に防ぐなど、いくつものメリット
があります。今回の「今日の補修室」は、
KCI 収蔵庫で実際に使用されている保存容
器の例をいくつかご紹介しましょう。

（伊藤 ゆか） 

保存容器作りに欠かせない道具。カッター、金属製の定規、保存容器作りに欠かせない道具。カッター、金属製の定規、

カッターマット、グルーガンカッターマット、グルーガン（糊付け用の器具）（糊付け用の器具）を用いて、保存を用いて、保存

容器を作ります。容器を作ります。

K
C
I

K
C
I
収
蔵
品
の
補
修
、
保
存
を
行
う
「
補
修
室
」
よ
り

収
蔵
品
の
補
修
、
保
存
を
行
う
「
補
修
室
」
よ
り

日
々
の
奮
闘
を
綴
り
ま
す
。

日
々
の
奮
闘
を
綴
り
ま
す
。第 1 9 回

今回は収蔵品の保存容器を
ご紹介します。

Sample 01Sample 01

パンプスパンプス（1950年代後半）（1950年代後半）のためののための

保存容器保存容器

七つ道具その④七つ道具その④ 保存容器保存容器

Sample 02Sample 02

香水瓶香水瓶（1990年代）（1990年代）のためののための

保存容器保存容器
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展示概要展示概要

展覧会名
会期
開館時間
休館日
会場

収蔵品紹介33　熊谷登喜夫：軽やかに時を超えた靴デザイナー
2022年1月31日（月）～ 6月24日（金）
午前9時30分～午後5時
土・日・祝日

＊本展は完全予約制です。
　予約方法・新型コロナウイルス感染症への対応についてはこちら

﹁
熊
谷
登
喜
夫

﹁
熊
谷
登
喜
夫

：：

軽
や
か
に
時
を
超
え
た
靴
デ
ザ
イ
ナ
ー
﹂
展

軽
や
か
に
時
を
超
え
た
靴
デ
ザ
イ
ナ
ー
﹂
展

K
C
I
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

を
開
催
し
て
い
ま
す
�

を
開
催
し
て
い
ま
す
�

トキオ・クマガイの靴、アクセサリーなど　約40点。
18世紀～現代までの靴　約15点。＊一部展示替えあり

無料

熊谷登喜夫  パンプス　熊谷登喜夫  パンプス　
1984年秋冬1984年秋冬
京都服飾文化研究財団所蔵　京都服飾文化研究財団所蔵　
熊谷登喜夫氏遺贈熊谷登喜夫氏遺贈
林雅之撮影林雅之撮影

すべて熊谷登喜夫の作品すべて熊谷登喜夫の作品（京都服飾文化研究財団所蔵　福永一夫撮影）（京都服飾文化研究財団所蔵　福永一夫撮影）

　　
1
9
8
0

1
9
8
0
年
代
、
身
近
な
花
や
動
物
、
有
名

年
代
、
身
近
な
花
や
動
物
、
有
名

な
ア
ー
ト
作
品
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
と
想
像
力

な
ア
ー
ト
作
品
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
と
想
像
力

に
あ
ふ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
靴
を
次
々
と
発
表

に
あ
ふ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
靴
を
次
々
と
発
表

し
、
足
元
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
彩
っ
た
デ
ザ

し
、
足
元
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
彩
っ
た
デ
ザ

イ
ナ
ー
、
熊
谷
登
喜
夫

イ
ナ
ー
、
熊
谷
登
喜
夫
﹇﹇
1
9
4
7

1
9
4
7

－－

88  

77
﹈﹈。。

　
彼
の
活
動
、
そ
し
て
生
涯
は
惜
し
く
も
短

　
彼
の
活
動
、
そ
し
て
生
涯
は
惜
し
く
も
短

い
も
の
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
生
み
出
さ
れ

い
も
の
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
生
み
出
さ
れ

た
作
品
は
今
な
お
色
褪
せ
な
い
魅
力
を
持
ち
、

た
作
品
は
今
な
お
色
褪
せ
な
い
魅
力
を
持
ち
、

時
代
を
超
え
て
多
く
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
影
響

時
代
を
超
え
て
多
く
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
影
響

を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。

を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
熊
谷
登
喜
夫
の
生
誕

　
熊
谷
登
喜
夫
の
生
誕
7575
周
年
と
な
る

周
年
と
な
る

2
0
2
2

2
0
2
2
年
、
年
、
K
C
I

K
C
I
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
熊
谷

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
熊
谷

が
デ
ザ
イ
ン
し
た

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
1
9
8
0

1
9
8
0
年
代
の
靴
を
中
心

年
代
の
靴
を
中
心

に
展
示
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

に
展
示
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
K
C
K
C
II
がが

収
蔵
す
る

収
蔵
す
る
1818
世
紀
か
ら
現
代
ま
で
の
靴
も
出

世
紀
か
ら
現
代
ま
で
の
靴
も
出

品
し
、
靴
デ
ザ
イ
ン
の
歴
史
的
変
遷
も
併
せ

品
し
、
靴
デ
ザ
イ
ン
の
歴
史
的
変
遷
も
併
せ

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

KCIギャラリー ＊予約制・86m²
京都府京都市下京区七条御所ノ内南町103 株式会社ワコール京都ビル内

出展作品
入場料



京都新聞講読のお申込みはこちらから京都新聞講読のお申込みはこちらから

▶▶  https://ssl.kyoto-np.jp/koudoku/script/https://ssl.kyoto-np.jp/koudoku/script/

＊デジタル版もあります＊デジタル版もあります

おしらせ

20222022年年44月から京都新聞にて月から京都新聞にて

コラム「装いの名品」が連載中です。コラム「装いの名品」が連載中です。

編集後記編集後記服をめぐる服をめぐる
KC Iの収蔵品約400点を掲載した『ファッKC Iの収蔵品約400点を掲載した『ファッ

ション：18世紀から現代まで  京都服飾文化ション：18世紀から現代まで  京都服飾文化

研究財団コレクション』研究財団コレクション』（タッシェン社、ドイツ）（タッシェン社、ドイツ）

は2002年に発行され、現在では10か国語は2002年に発行され、現在では10か国語

に翻訳されて世界中で販売されています。そに翻訳されて世界中で販売されています。そ

してこのたび、世界販売が累計60万部を突してこのたび、世界販売が累計60万部を突

破しました。20年の長きに渡り、世界中の破しました。20年の長きに渡り、世界中の

人々が手に取って下さっていると思うと感慨人々が手に取って下さっていると思うと感慨

ひとしおです。これからもKC Iの収蔵品がひとしおです。これからもKC Iの収蔵品が

多くの人に愛されることを願っています。多くの人に愛されることを願っています。

 「服をめぐる」衣服の研究現場より  第19号 「服をめぐる」衣服の研究現場より  第19号
20222022年年44月月2828日発行日発行

発行発行

公益財団法人 京都服飾文化研究財団公益財団法人 京都服飾文化研究財団（KCI）（KCI）

 〒600 〒600--88648864
京都府京都市下京区七条御所ノ内南町103京都府京都市下京区七条御所ノ内南町103
株式会社ワコール京都ビル内株式会社ワコール京都ビル内

編集：筒井直子、福嶋英城編集：筒井直子、福嶋英城（（京都服飾文化研究財団京都服飾文化研究財団） ） 

デザイン：坂田佐武郎、桶川真由子デザイン：坂田佐武郎、桶川真由子（（Neki inc.Neki inc.） ） 

写真：成田舞写真：成田舞（（Neki inc.Neki inc.） ） 

電話：075電話：075--321321--92219221
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京都新聞朝刊1面、新連載コラム京都新聞朝刊1面、新連載コラム

「装いの名品」が2022年4月1日から「装いの名品」が2022年4月1日から
始まりました。始まりました。

（2022年4月1日  京都新聞）（2022年4月1日  京都新聞）

本コラムではKCI 収蔵品の中から選本コラムではKCI 収蔵品の中から選

りすぐりの逸品を取り上げ、1年間りすぐりの逸品を取り上げ、1年間

にわたりKCI 学芸員が歴史的、文にわたりKCI 学芸員が歴史的、文

化的な視点をもとに毎日、1作品を化的な視点をもとに毎日、1作品を

紹介します。ぜひご覧ください。紹介します。ぜひご覧ください。


